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を示す神経細胞は、 V1 野や V2 野、 V3 野といった初期視覚野、および動きや空間の情報処理に関わっている頭頂葉
経路に存在することが知られていたが、近年、物体の識別・同定に関与する V4 野と下側頭葉皮質 (IT) といった側
頭葉経路の視覚領野の多くの細胞も両眼視差に対し感受性を示すことが示唆された。本研究では、側頭葉経路の最終
段であり、物体認識に不可欠である IT において、両眼視差の情報がどう処理されているかを探る一歩として、 IT の
細胞が両眼視差に対する反応特性によってどのように分布しているかを検討した。
〔方法〕
コンヒ。ュータ画面に提示した小点を固視している最中のニホンザル (n=3) の IT から単一細胞または複数の細胞
群の活動の細胞外記録を行った。まず両日艮視差をつけない 20 個の形刺激を 1 つずつ提示し、記録中の細胞の最適図





合計 469 箇所の記録部位のうち 93 箇所で、 20 個の形刺激のうち少なくとも 1 つに反応する単一細胞とその近傍の
複数細胞群の活動電位を同時記録することが出来た。このうち 47 箇所で、単一細胞とその近傍の複数細胞群がとも













電極刺入路に沿って少なくとも 6 箇所以上で細胞の応答が記録出来、かつ少なくとも 2 箇所で、両眼視差に対して感受
性を示す細胞が存在した 63 の電極刺入路のデータを解析した。同一記録電極刺入路で、記録部位間の距離が 0.2mm




本研究では、大脳皮質高次視覚連合野の 1 つである IT の神経細胞が、両眼視差に対する感受性の強弱や反応特性、
また感受性がある場合には、その反応する最適両眼視差にしたがって、これらの性質の似たもの同士が集まっている
ことを示し、 IT の機能構築の新しい側面を明らかにした。両眼視差選択性を共有する細胞集団の大きさは 0.2-0.4
mm の広がりを持つと見積もられ、 IT の従来の研究で示されている図形選択性コラム (Flljita et a l., 1992) の大き








した。さらに、下側頭葉皮質において、両眼視差に対し似た感受性を持つ細胞が平均して 0.2mm から 0.4 mm の範
囲に集まって存在しており、その広がりは形に対して似た感受性を持つ細胞が形成しているコラム構造よりも小さい
ことを示した。よって本論文は、下側頭葉皮質の機能構築の新しい側面を明らかにしており、博士(医学)の学位授
与に値する。
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